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柏南ロータリークラブ 会報
櫻井年度スローガン

～ 全員参加を目指して ～

例会・委員会活動への積極的な参加により40周年を盛り上げよう
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国際ロータリークラブ 第2790地区 創立：1981年2月10日承認：1981年3月2日

第１８４９回 ２０２０年 ６月 ３０日 (火曜日)

第４０代会長 櫻井好美 幹事 關口和行

ロータリー親睦活動月間

交替式



例会出席報告
四つのテスト

言行はこれに照らしてから

１ 真実かどうか
２ みんなに公平か
３ 好意と友情を深めるか
４ みんなのためになるかどうか

例会欠席の場合は前週金曜日までに必ず事務局へ

連絡をお願いします。 こちらのメールアドレスへ

ご一報ください。

kmrc@kashiwaminami.rid2790.org
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山崎康弘 山本昭彦 吉川末満 米谷昌紀
出席 出席免除

いよいよ、この日がやってまいりました。１年前、岡田尚子
年度からバトンを受け取った時、前年の小林亘年度、岡田
尚子年度が会員増強の状態でしたので、プレッシャーを感
じながらスタートしたことを覚えています。
会員増強は頭にありながらも、まずは会長職として自分に

何ができるのか？また、出席率の悪い自分が普段ロータリー
に感じていることを何か実現できないだろうか？ということを
最初に考えました。その中で思いついたのが、今年のスロー
ガンでもありました「全員参加を目指して」です。
ご存知の通り、私は例会の出席率は決してよくありません

でした。例会に出席しなくなると、みなさんとのご縁が遠くなり、
「ロータリーって何だろう？自分にとって必要なのかな？」と
考えるようになっていました。ただ、どのような会もそうですが、
やはりそう思うのはすべて自分に原因があり、自分から参加
しなくてはどんな会であっても面白くなくなってしまうのだと思
います。ただ、現実的に仕事をしながら昼間の例会への出
席が難しい方もあり、それを補うために委員会活動を活発
化し、それぞれの役割を担っていただくことで、ロータリーに
参加しているということを感じてほしいと思いました。そういう
意味では各委員長のみなさんにかなりのご負担をかけたと
思いますが、本当にありがとうございました。
また、櫻井年度はヨシミノミクスの「３本の矢」を掲げスター

トをしました。３本の矢の１つ目がケニアプロジェクトです。年
度がはじまるとき、山口会員と補助金セミナーに行き、そこ
でケニアの子供達の話を聞きました。そのころ、私の中で海
外に向けての考えはありませんでしたが、ケニアの子供達の
話を聞く中で、このご縁をクラブ全体で取り組むことは、私達
にとっても新たなチャレンジが出来るのではと思いました。そ
してこのクラブからケニアに行って頂いたことで、私達も現地
を感じることができ、今までこのクラブになかった体験ができ
たと思います。ケニアプロジェクトは浅野年度で、また形をか
えて引き継がれていくと思います。
２つ目は、クリストファーヒンターフーバーさんのチャリティ―

コンサートです。これは、大内さん、戸部さんを中心に素晴ら
しいコンサートをひらくことができました。この時は、千葉の台
風の災害後で、クラブメンバー全員で募金活動を行うことが
でき、非常に有意義な時間だったと思います。
そして３つ目は４０周年記念事業です。確かに本来の予定

とは違ってしまいましたが、今できる精一杯の式典ができた
と思います。今朝、瓦版をみて周年実行委員会からのお礼
の文章を読みましたが、このような状況下で行ったことにと
ても意義深いものがあったと思います。そして幻の３月２４日

のマグカップもいい記念になったのではないかなと感じてい
ます。
それ以外にも、柏南といえば納涼例会、演奏も盛り上がり

ましたが、それ以上に出前の銚子丸が好評でした。夏には
台風の被害で鋸南ＲＣにお邪魔してきました。これをきっか
けに鋸南ＲＣともご縁ができ、本当は櫻井年度中に鋸南ＲＣ
へ移動例会を実施したかったのですが、コロナ禍では実現
は難しく浅野年度へ引き継ぎたいと思います。また、今回は
日帰りの親睦旅行を実施しました。私自身、１番期待をして
いなかったマダムタッソーが、意外にもおもしろく、みなさん
が写真をとりながら盛り上がっていたことが、まだ記憶に新し
いです。忘年例会では麻生会員を迎えることができ、新年
例会は毎年恒例で、櫻井年度の折り返し宣言をしましたが、
まさかそのあとに「コロナ」という想像もしないことが起こってし
まいました。
終わりのみえないコロナ休会が続くなか、はじめてのオンラ

イン例会への取り組みをしました。半ば強制ではありました
が、今後のロータリー活動の在り方を考えるきっかけにもなり
ました。そして、そのような状況下でみなさんのご縁をつなげ
てくれたのが、広報委員会の皆様だと思っています。瓦版、
ＳＮＳ等の活用で新たな柏南ＲＣの『絆』を作り上げてくれたと
思います。
こうして１年を振り返ると、後半戦のコロナ休会はありました

が、充実した1年を過ごさせて頂いたと思います。
１年間会長職をさせて頂いて、私はひたすら会長挨拶に追
われていましたが、柏南ＲＣメンバーのみなさん、広報委員
会のみなさん、親睦委員会のみなさん、關口幹事、事務局
の周子さん、みなさんに支えられてなんとか任務を全うする
ことができました。
会長職をさせて頂いたことで、今まで以上にロータリーを知

ることが出来、貴重な体験をさせて頂きました。１年間最後
までやり通すことが出来たのも、本当にみなさんのおかげで
す。１年間ありが
とうございました。
ようやく会長挨拶
からも解放され、
ゆっくりした気持ち
で例会に参加し
たいと思います
（笑）

会長挨拶

例会日 会員数 出席 出席率に用いる数 ％

６月３０日 ３９ ３２ ２ ８６．５

場所：れいたくキャンパスプラザ B会場


